
                                          

                                                                                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神埼市立仁比山小学校 

学校だより No.62  

  令和６年度１２号 

令和６年７月１７日 

文責：校  長 秋吉 洋志 

仁比山っ子の「こ」 心と体をきたえ 進んで運動する子 

命より大切なものはありません！ 水難事故防止 
水が恋しい季節です。しかし、「水遊び」にはたくさんの危険があります。 

 右は令和５年度の水難に関するデータです。泳いでいての水難件数より

魚釣りなどの水辺での遊びの最中の事故が多いとのこと。 

 本校では水難事故対策の一つとして、「着衣泳」を実施しています。服を

付けたまま水に入ると思いのほか動きにくいことを実感することや、落水

した場合に浮いて待つということを体感するためです。 

さらに大切なことは、おぼれた人を発見しても水に入って助けようとし

ない、ということです。水の事故で亡くなる方のほとんどは、おぼれた人で

はなく、助けようとして亡くなった方が多いのです。 

 「おぼれた人を発見したら絶対に自分で助けようとはせずに、近くの人に

知らせなさい。」と指導しています。ご家庭でも再度ご確認をお願いします。 

令和 5年度 

水難件数 1392件 

水難者   1667名 

うち死者  743人 

暑さに負けず！先生も！ 
 元気な仁比山っ子がたくさんいます。暑い日が続いています

が、雨が降っていないときの昼休みのグラウンドは、元気いっ

ぱいに外遊びをしています。もちろん、暑さ指数（WBGT）と

にらめっこしながらですが。グラウンドをよく見てみると、大

人も数人います。子供たちの元気に負けず、走り回っています。 

 仁比山には心と体をきたえ、進んで運動する職員も…。 

ラジオ体操マン 参上！ ラジオ体操練習会 
 ラジオ体操、それは夏休みの風物詩でした。令和においてもそれは

受け継がれています。よね？（季語にはなっていないようですが） 

間もなく夏休みに入り、多くの地区でラジオ体操に取り組まれま

す。そこで、７月 12日（金）の朝の時間、学校でラジオ体操練習会

を行いました。事前に特訓を受けた体育委員のメンバーがステージ上

で、模範を見せながらの練習会でした。途中で、「ラジオ体操マン」も

登場し、例年以上に盛り上がった練習会になりました。 

 取り組まれる地区におかれましては、子どもだけではなく、たくさ

んの大人も参加してコミュニティの絆がより深まりますことを願っ

ています。 

浮いて待つ 



  

 5 月中旬から、毎日ではありませんが、がんばっている子供たちの紹介をしています。「名人を

超えたマスター」としてカードに書いて掲示し、昼の放送で紹介しています。 

 あいさつ、学習への取り組み方、掃除、靴の並べ方、上級生のリーダーシップなど、「すばらし

い！」「名人以上だ！」という場面を見つけて紹介しています。 

 基本的には、校長が自分自身で見つけた場面について誉めていくことにしていますが、出張等

で不在にすることが多く、子どもたちに申し訳なく思うこともしばしば。 

 校外での活躍も知りたいと思っておりますので、地域の方、保護者様で子供たちのキラリと光る

場面がありましたら、学校まで情報をお寄せください。 

がんばっている仁比山っ子 その名は「マスター」 

このパネルを玄関前に掲示しています。 


